
「手当を増やした」という】75施設に対して、その対象の医師の内容をみると、全体で  

は、「特定の医師」が心＝％で最も多く、次いで、「医師会見」が39．4％、「特定の診簾科に  

勤務する医師」が349％となった。   

施設基準別にみると、「入院時医学管理加算」の届出施設では、r医師全具」と「特定の  

医師」（424％）で最も多く、次いで「特定の診療科に勤務する医師」（36，4％）であった．  

また、「医師事務作業補助体制加算」の届出施設では、「特定の医軌（朋，8％）が最も多く、  

次いで、「医師全員」（叫．0％）であった。r特定の診療科こ勤務する医師」（29J％）は他の  

施設基準届出施設と比較すると低い割合となった．「ハイリスク分娩管理カロ算」の届出施設  

では、「特定の診療科に勤務すう医師」（449％）が最も多く、次いで、「特定の医師」（4l＿5％）、  

「医師全且」（34．7％）となった。  

特定の医師に基本給を増やしたという崩施設についてその対象となった「特定の医師」  
の内容をみると、全体では「常勤」（61．4％）が最も多く、如、で「専門研修医（後期）川8ユ号b）、  

「非常軌、r臨床研修医」（ともに13．6ワも）、r管理職」（2，〕％）の順であった。   

施設基準別にみると、「入院時医学管理加算」の届出施設では「専門研修医（後期）」が  

500％、「臨床研修歴」がコ＝％と、他の施設基準届出施設と比較して高かった。犠師事務  

作業補助体制加算」の届出施設では、「常軌が690％で最も多く、他の施設基準届出施設  

と比較しても突出していた。レ、イリスク分娩管理加算」の届出施設では、「常軌（j81％）  

が最も多く、次いで「専門研修医（後期）Jl：2g，6％）、「非常勤」（2う．昼％）、「臨床研修医J（19、0％）、  

「管理職」（4．8％）であった。  

図表52 基本給を増やした特定の医師（複数回答）  

001 2（】D1 48－D1 6001 8DDヽ l〔泊0ヽ  

国表53 手当を増やした対象の医師（複数回答）  

0．（I1   20．0～  18（粍   6001  80．0ヽ  

医師全Å  

特定の診■科lこ勤潤する医師  

特定の医師  

■全体（rF175）  同人院時医学管理加  
届出梅拉（作ごユ3）  

日医師事精作業補助休刊  日ハイリスク分娩管理加   
加工届出捷朋（∩＝11ち）   届出施設（n＝118〉   

日入院時医学管理加算  

。：霊芝宗主班  
ヨ全体（11＝▲4）   

田医師事務作1補助体制   
加暮届出施設（11＝29〉  ＿二、、＿、  届出施設（∩＝2り   

特定の医師に対して「手当を増やした」という77施設について、その対象とした「特定  

の医師」の内容をみると、全体では「常勤」（5〕．2％）が最も多く、次いで「非常勤」（26．0％）、  

「専門研修医（後期）」（18ユ％）であった。この僕向はどの届出施設においても同様であり、  

「入院時医学管理加算」の届出施設では「常勤」が78．6％、「非常軌が35．7％、r専門研  

修医（後期）」が286％であった。「医師事務作業補助体制加算」の届出施設では「常勤」  

が53．8％、「非常勤」が2じ％、「専門研修医（後期）」が19．2％であった。「ハイリスク分  

娩管理加算」の届出施設では「常勤」が551％、「非常勤」がコ0．6％、「専門研修医（後期）」  

が24．5％であった。  

図表55 手当を増やした特定の医師（複数回答）  

qO～    20肪    40．【几    60．0ヽ    8001   1CO仇  

特定の診療科に勤務する医師に対して「手当を増やした」という61施設について、手当  

を増やした特定の診療科の内容をみるJ∴全体では「産科又は産嬬人科」（78・7％）が最も  

多く、次いで、「′ト児科」（19．7％）となった。   

施設基準別にみると、いずれの届出施設においても「産科又は産婦人科」が最も多かっ  

た。特に「医師事務作業補助体制加算」の届出施臥「ハイリスク分娩管理加凱の届出施  

設では牒5％前後と高かった。  

図表54 手当を増やした特定の診療科（複数回害）  

常勤  

非常勤  

l監床研修医  

寺門研修医（後期）  

管理耳■  

特定の手術室勧請   
をした医師  

その他  

無回答  

1担体‘∩こ61）   円加算  

日医読書殊作手補助体制  召ハイリスク分娩管理加井  
加耳届出施設〔忙34）   届出施設（∩＝53）  

一  凪全体（ポ77）  ロ入院時医学℡理加事   
届出施夏生（n＝14）  

田ハイリスク分娩管理加暮   
届出施設（ド＝49）   

－－一、‘∵いこ  

52  



（9入院時医学管理加囁について  

1）入院時医学管理加欄の届出状況   

入院時医学管理加算の届出状況についてみると、「届出をしている」が14j％（74施設）、  

r現在は届出なし、今後届出を行う」が7．0％、r届出をしていない」が7占．9％であった。  

国表56 入院時医学管理加井の届出状況  

01  20～  ■Ol  βO1  8此    10肪  

3）初診に係る選定療養（実兼敏収）の状況   

初診に係る選定療養（実費徴収）の状況についてみると、「ある」が90．5％（‘7施設）、  

「ないjが27％であった。   

初診に係る選定療養（実費徴収）が「あるj と回答した6丁施設について、l匡lあたりの  

選定療養（実費徴収）の金額をみると、平均は2，刀4．7円（標準偏差り54ふ中央値2．000）  

であった．  

国表58 初診に係る選定療養（実井徴収）の状況  

バ   

、  

＿‥∴   ．．  2）入院時医学管理加欄の届出が受理された時期   

入院時医学管理加算の届出が受理された月につ－（てみると、r4月」（50．0％）が最も多く、  

次いでr7月J、r10月」（ともに10．8％）、r，月」（6．8％）であった。  

図表57 入院時医学管理加算の届出が受理された月（n＝74）  

平均鳳  楳準偏差  七大址  最小値  中央値   
初診に係る選定療養  （実費徴収）額（円）  2，2j4▼7  1，〕54．g  さ．40【）  530  2，000   

801  

801  

101  

ヱ01  

0～  

4月   5月   6月  7月  】書 凪 ■   月      月      月      月     月   

⑥医師事務作業補助体制加井について  
1〉医師事務作業補助体刑加井の届出状況   

医師事♯作業補助体制加算の届出状況についてみると、「届出をしている」が65．7％039  

施租、喝在は届出なし、今後届けを行う」が“％、鳩出をしていない」が27，5％でち 

った．  

国表62 医細事拝作業捕助体制加算の届出状況  

（技  201    ヰ01  ∽t  8【株    l00t  

初診に係る選定療養（実費徴収）の1回あたりの金額の分布についてみると、r】000円以  

上～2000円未満」（38．‡％）が最も多く、次いでr20（泊円以上～3000円未満」（28．4％）、r3000  

円以上－4（将0円未満j（14．9％）であった。  

図表60 初診に係る選定療養（実費徴収）の1回あたりの金積■分布（∩＝67）  

0．仇   20．Ol   00．肌   80．O1   80．0～  1（旧．Ol  

1（X氾日東濃   

1∞0円以上－ZM円未満   

2伽円以上－3∝対円未；萬   

3加円以上一仰叩円木廣   

一∞0円以上－5∝旧円未満  

5∝迫円以：上  
1届出をしている  b現在は届出なし．今後届出を行う  

8届出をしていない  D触回筈  

4）平成20年10月1か月間の手術件数等   

平成20年10月lか月間の手術件数掛こついてみると、r全身麻酔りは平均20‘．‘件（標  

準傭差117．2、中央値l氾）、「人工心肺を用いた手術Jは平均4．1件（標準偏差5．4、中央値  

2）、「悪性腫瘍手術」lま平均5l．6件（標準偏差】餌、中央値4コ）、「腹腔鏡下手術」は平均  

2‘．さ件（標準偏差28．4、中央値17）、r放射線治療（体外照射法）」は平均4117件順調偏  

差425．6、中央値コ5ヱL「分娩Jは平均47．1件（棟準偏差29ユ、中央値45）、「緊急帝王切剛  

は平均7．5件（標準偏差6．0、中央値6）であった．  

図表61平成20年10月1か月間の手術件数（∩ニ68）  

平均値  積準偏差  中央佳   
①全身麻酔（件）   n土68  20‘，6  】17ユ  18：と   

②人工心肺を用いた手術（件）  ロー66   4．l  5．4   2   

③悪性腫瘍手術（件）   nヱ84   5l．6  ）9．4  43   

④腹腔鏡下手術（件）   n＝鳴】   26，8  2墓．4   】7   

（9放射線治療（体外照射法）（件）  nユ（；5  4Ⅰ3，7  425．6  352   

⑥分娩（件）   n＝るE   47．1  29．2  45   

①緊急帝王切開（件）   n＝68   7．5  ‘．0   6   

56  55  
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■
J
▲
 
 

丁
 
 
 



2）医師事務作業補助体制加算の届出が受理された時期   

医師事務作業補助体制加算の届出が受理された時期についてみると、「4月」（65．5％）が  

最も多く、次いで「5月J（10．9％）、「6月」（77％）、「7月」（50％）であった。  

国表63 医師事務作業補助体制加算の届出が受理された時期（∩＝339）  

3）専従者の自己置時期   

専従者の配置時期についてみると、「平成20年4月以降j（55．5％）が最も多く、■次いで  

「平成13～19年」（2l▼8％）、「平成12年以前上「平成20年l～3月」（6．5％）の順であっ  

た。  

国表64 専従者の配置時期（∩＝339）  

001    200t    48Ot    6001   88肪   1【カ01   l【氾．Ot  

88．（蒐  

68．Dt  

18．O1  

200t  

O．Ot  L辻⊥二＿⊥⊥二  

平成12年以前  

平成柑一柑年  

平成20年1－3月  

平成20年▲月以降  

未回答  20年4月 5月  8月  一月  8月  9月 10月 11月 12月 21年1月   

4）医師事務作美補助体制加算の種短   

医師事甥作業補助体制加算の種栗削こついてみると、「50対1補助体制加算j（4l．9％）が  

最も多く、次いで「】00対l補助体制加算」（26．5％）、「75対1補助体制加算」（25．1％）、「25  

対1補助体制加算」（Z＿9％）であった。  

図表65 医師事務作東補助体制加算の種類  

Ot  20～      4〔粍     ち01     8（X lOOヽ  

■25対1補助休和加算 ロ50対1補助体制加井 口75対1補助体制加算 ■1∝）対l捕助体制加算□無回答   

医師事務作業補助体増加算種類別の開設主体についてみると、全体でIi「医療法人」  

（j8．占％）が最も多く、次いで「公立」（24．g％）、「その他の法人J（15．9％）、r公的」（13．〕％）  

であった。   

施設基準別にみると、25対1補助体制加算では「その他の法人」（40．0％）が最も多く、  

次いで「公立」、「医寮法人」（30．0％）となった。50対1補助体制加算では「医療法人」（5了．0％）  

が最も多く、次いで「その他の法人」（15．5％）、「公立」（12．0％）となった。75対1補助体  

制加算では「公立」（294％）が最も多く．．次いで「医療法人」（2g．2％）、「公的J（27lサ0）  

となった。100対1補助体制加算では「公立」（4ココ％）が最も多く、次いで「医療法人」（22．2％）、  

「その他の法人」（16，7％）であった。  

図表66 医師事務作業補助体制加井種類別 開設主体  

Ot m    40t    6仇    8仇   Im  

医師事務作業補助体㈲加算種類別病床規模についてみると、全体ではり00～4卵床」  

（333％）が最も多く、次いで「500床以上」（20．6％）、「2〔旧－三野床」（15．0％）となり、  

平均はユ42．4床（中央値307）であった。   

施設基準別にみると、び対Ⅰ補助体制加算では「500床以上」（go．0％）が最も多く、次  

いで「）00ー499床j（20，0％）となり、平均は661．6床（中央値571）であった。他と比べ  

て、大規模病院の割合が和、結果となった。また、50対1補助体制加算では「300～4卵床」  

（3】．E％）が最も多く、次いで「100床未満」（16，2％）、「100～149床」（14g％）となり、  

平均は2糾．5床（中央値29j）であり、すべての加算の種類の中で最も平均値が低かった。  

次に、75対l補助体制加算では「300～499東」（35，3％）が最も多く、次いで「500床以上」  

（24，7％）、「2叩～299床j（17．6％）となり、平均はっ67．ユ床（中央値329）であった．100  

対Ⅰ補助体制加算では「300～4卵床」（〕5．6％）が最も多く、次いで「500床以上」（25・6％）、  

「200へ2卵床」（t7．8％）、平均はつ76．7床（中央値350，5）であった。75対1補助体制加算  

と100対l補助体制加割こついては、病床規模は似たような分布状況と平均値であった。  

図表67 医師掌層作業補助体制加算種類別 病床規模  

O1 10ヽ  2肪  301 購  501 6【粍  70ヽ  8mi 9（汽 1〔H）1   

全体（／F339）  

0  

25対1補助体制   

加纂（∩＝】D）   

50対1補助体制   
加】算（n＝142）   

丁5対1事鳶肋体制   

加王（∩ニ85）   

100対l補助体制   

加井（n＝90）  

「i面盲一一－－【■▼▼云i公立 ＋ 的  

：芸芸≡警関係団体≡≡≡這£ 臥 書  

■1【将床未満  臼100－149床 口15¢－†99床 ■200～299床  

一ヽ ヽ ■▼      ■   



5）医師事務作業補助者（専従者）の人数と給与総額  

l施設あたりの医師事務作業補助者数（実人数）と給与総額（常勤）の平均についてみる  

と、全体では「実人数」が5．0人、r（うち）医療従事経験者jがl．0人、r（うち）医療事務  

経験者jが2．9人、r給与経机が119．8万円であった．なお、l人あたりの給与額は24．0  

万円であった。 

図表681施設あたりの平均・医師事務作業補助者数（属人数）と給与総額（常勤）  

1施設あたりの医師事務作業補助者数（美人数）と給与総額（非常勤）についてみると、  

全体ではr美人数」が2．‘人、r（うち）医凍従事経験者」が0．コ人、「（うち）医療薔務経験  

者jが0．9人、r給与総軌が】7．4万円であった．なお、l人あたりの給与額氾14・5万円で  

あった。  

図表691施設あたりの平均・医師暮預作業用助巻数（異人数）と給与総額（非常勤）  

25対1  
全 体   補助体制  

加算   

施設数（件）   148   7  引  ′ユ3  41   ‘   

（D実人数（人）   2．占  10．7  2，7  1．6  2，1  0．l   

Q）（うち）医療従事経   0．】  0＿0  0．‘  0．2  0ユ  0．l   
験看（人）  

（診（うち）医療暮捷経   0．9  2．0  lユ  0．4  0．9  0．0   
験者（人）  

（軌給与総領（万円）   37．4  18〕．7  38．l  22．1  29．1  1．〕   

（91人あたり給与額  14．5  17．1  】コ．9  13．8  14．0  l】．4   
（（参／（D）（万円）  

25対1  
全 体   補助体制  

加算   

施設数（件）   2j5   7  】0Ⅰ   ‘3  59   5   

（》実人数（人）   5．0  28，】  5．l  4．2  2．9  5．2   

②（うち）医廉従事経 験者（人）  1．0  0．0  1．7  0．7  0．3  2．4   

③（うち）医療事誌経 験者‘（人）  2．，  20．0  2．‘  2．3  2．2  2．0   

④給与総額（万円）  11，．8  675．9  12：！．占  99．‘  ‘8．2  】ヰヰ．2   

（91人あたり給与額 （④／①）（万  24．0  24．0  24．l  － 2】．9  2ココ  27．7   印  

7）医師事挟作業補助者が従事している業務の内容  

「診断書などの文書作成補助について医師尊厳作業補助者の従事状況をみると、全体  

では、医師事務作業補助者の従事が「あり」が9u％、rなし」が7，l％であった．   

加算種類別にみると、25対l補助体制加算では「あり」が1DO％であった．他の3つの  

加算穂類の施設でも「ありjとの回答が9割前後を占めた。  

図表71医師事務作業補助者の従事状況  

－（p診斬書などの文暮作成描助～  

仇    2肌   101   肌    80t l㈹   

6）医師事務作業補助者の配置状況   

医師事務作業補助者の配置状況についてみると、全体では、r病院全体でまとめて配正し  

ているj（‘5．5％）がtも多く、次いで、r特定の診療科に配置している」（20．1％）、「特定  

の病棟に配置しているJ（16．5％）、「特定の医師に配覆している」（9．T％）となった．   

加算種類別にみると、「100対1補助体制加丸と「75対1補助体制加れでは「病院全  

体でまとめて配置している」という割合が他の加算種類と比較して相対的にホくなってい  
る。一方、「25対l補助体制加算」や「50対】補助体制加算」では「特定の診療科に配置  

している」や「特定の病棟に配置している」という割合が他の加算種類と比較して相対的  
に高くなっている。  

図表7D 医師事務作業補助者の配置状況（複数回苔）  

n肪   20．Ot  40．Ol ・60．0ヽ  80．【粍 100（粍  

全体（ポつ3，）   

25対1捕物体制   
加算（nニ1（〉）   

50対l事l助体側   

加算（nニ＝2）   

了5対l補助体制   

加算（－1＝85）  

100対丁‡i肋体制   

加纂（rFOD）  

病院全体で壬とめて配覆している  

特定の鯵慮科に配正している  

特定の痍凱こE正している  

特定の医師lコ巳正している  

その他  

無回答  

■あり  口なし   
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r診療記録への代行入力」について医師書扶作業補助者の従事状況をみると、全体では  

医師事務作業補助者の従事が「あり」が481％、「なし」が4”％と同程度となった。   

加算種類別にみると、「あり」の割合は、25対l補助体制加算でIi£00％であ・るが、50  

対1補助体制加算では56．3％、75対l補助体制加算では4旦．2％、100対t補助体制加算で  

はユ7島％と加算種類が低くなるはど、「あり」の割合も低くなるという傾向がみられた。  

図表73 医師事務作業補助者の従事状況  

－②診療記録への代行入力ー  

Ot     2t】1     4C≠     6【h m l∝粍   

修斬暮などの文事作成（補助）」にj封ナる各事祷作業の主たる担当者についてみると 

全体では「医師」が崩．さ％、「医師事務作業補助者」が454％と同程度となった。   

加算種類別にみると、75対l補助体制加算では「医師」が35．ユ％、「医師事耗作業補助者」  

が600％となっており、「医師事株作業補助者」の割合が高い結果となった。  

図表72 各事務作業の主たる担当者  

－①診断書などの文書作成（補助）－  

m     20t    峨    6仇    801   1DO～   

全体（∩＝ユ38）   

25対りl物体軸   
加算（rFlO）   

50対1補助体制   
加工（ー戸川2）   

75対1補助体制   

加霊（∩＝8S）   

1【貯対り軋肋体欄   

加算（∩＝00）  

全体（作＝339）   

2S対1繍動体制   

加算（催10）  

5ロ封1繍助体刑   

加∫（∩＝川2）   

75対1輔肋体制   

加井（n＝85）   

1∝l対】補助体蜘   

加■二（lf90）  

■あり  臼なし  □♯回答   

「医療の質の向上に資ナる事残作業」について医師事務作業補助者の従事状況見みると、  

全体では医師事務作業補助者の従事が「あり」が65．2％、「なしJが30．7％であった。   

加算種類べつにみると、「あり」という割合は、25対l補助体制加算では90．0％、50対l  

補助体制加算では69．0％、75対Ⅰ補助体制加算でii67．1％、l〔巾対1補助体制加算では53．3％  

と加算種類が低くなるほど、「あり」の割合も低くなるという傾向がみられた。  

図表75 医師事拷作美補助者の従事状況  

－③医療の賞の向上に資する事務作業～   

「診療記録への（代行）入力」における各事務作業の主たる担当者についてみると、全  

体では、r医師」が655％、「医師事務作業補助者」がt4．5％、「その他」が2・l％であった。   

加算種類別にみると、25対l補助体制加算では卯．0％が「医師」という回答であった。  

この他、50対l補助体制加算、75対l補助体制加算、】00対l補助体制加算では、「医軌  

という回答が6割強から7割弱程度となった。  

図表7ヰ 各事務作業の主たる担当者  

－②診療妃録への（代行）入力～   

全体（n＝339）  

Z5対1捕助休刊   

加集（∩＝10）   

50対】補助体制   

加算（∩＝llZ〉   

75対1補助体制   

加算（ハ＝85）   

1（氾対1補助体制   

加算（∩二g8）  

全体（作くに柑）  

25対1補助体制   
加算（∩＝10）   

弛対1補助体制   

加井（「ド川之）  

75卿神動体割   
加井（ポ尋5）   

1（旧対1補助体欄   

血書（n＝gO）  

三垂∈ニコ   
軋空亘車重垂二重垂二重讐  



「医療の質の向上に資する暮扶作業」における各事務作業の主たる担当者についてみる  
と、全体では、鳩師」が40．7％、嘔師事慈作業補助者」がユ2．4％、rその他」が7．4％で  

あった．   

加算種類別にみると、25対1補助体制加算ではr医師事務作業補助者」▼（70．0％）が「医  

軌（20・0％）よりも大幅に上回っているが、50対1補助体制加算、75対1補助体制加算、  

l00対1補助体制加算では「医師」がー医師事務作業補助者Jよりも多くなっている．  

図表76 各辛凍作業の主たる担当者  

－③医療の賞の向上l＝賀する事務作業～  

01    2肪    481    601    ①（粍   l∝≠   

「行政上の業務（救急医療情報システムへの入力等）」について医師事諸作業補助者の従  

事状況をみると、全体では、医師事務作業補助者の従事が「ありJが39．5％、rなし」が5‘．9％  

であった．   

加算種類別にみると、rありj という回答割合Ii、Z5対1補助体制加算では80．0％、50  

対l補助体制加算では亜j％、75対l補助体制加算では36．5％、100対l補助体制加膚で  

はユ8．9％と、加算薇煩が低くなるほど、rあり」の割合も低くなるという傾向がみられた．  

図表77 医師暮蘭作業捕幼者の従事状況  

一項）行政上の業諾（救急鼠撮情報システムへの入力等）一  

弘 101 2仇 301 1（九 5仇 6（粍 TOt 801 9011D0l   

全件（∩＝338）  

25対】捕助体制   
加算（れ＝川）   

58対1補助体制   
加算（n＝t42）   

15対1補助体制   

加算（痢5）   

l∝】対11i助体麟   

加算（l一対）  

全体（両3，）   

25対1補助体欄   
加算（n＝川）   

50対1権助体■   
加井（∩こ川2〉   

丁5対l補助体欄   

加暮（n；85）   

108封1積肋体蠣   
加暮（伺0）  

■医師  日医師事務作業補助者  bその他  口▲回答   ■あり  口なし  ロ無回答  
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r行政上の業務（救急医痍情報システムへの入力等）」における各事務作業の主たる担当  

者についてみると、全体では「医師」が1ユJ％、r医師事務作業補助者」が2乙4％、rその  

他」が35．1％であった。  

加算種類別にみると、び対1補助体制加算を除くと、いすれの加算種類でも「その他」  

が最も多いが、25対1補助体相加井では鳩師事務作業補助者」が肌○％と突出して高く  

なっているのが特徴である。  

図鼓78 各事務作業の主たる担当者  

～④行政上の業務（救急医膿欄嘲システムヘの入力等）～  

仇   ヱD1  1仇   6拓   801  1仙l   

8）医師事務作業補助者の業務範囲の明確化   

医師事務作業補助者の業務範囲の明確化についてみると、全体では一院内規雇欄で明確  

にしている」が8‡．8％、「哩味な部分がある一が7．4％であった。   

加算種類別にみると、25対l補助体制加算、100対】補助体制加算では「院内規程等で  

明確にしている」が他と比較して若干低く（それぞれ80．0％、82．2％）、「曖昧な部分があるj  

が他と比較して相対的に高く（それぞれ20．0％、11．1％）なっている。  

図表79 医師事務作業棟助毒の業務範囲の明確化  

○～  2t蒐    1【粍     801     8m l∝托   

全体（■l司a9）   

25対1捕助体側   
加井（∩＝10）   

50対】補助体¶   

加嘉（∩＝川2）   

丁5対1積助体欄   
加井（n＝85）   

1【泊対1補助体銅   

加算（痢0）  

全体（帳ユ39）   

25対1補助体欄   
加算（∩＝10）   

50対†補助体制   

加＃（鮮142）   

15対】神助体制   

加算（け＝85）   

】00対t補助体制   

加算（rF白0）  

■院内蹟軍事で明確にしている口曖昧な耶分がある日その他ロー匝苔   ■臣節  8医師事詳作業確執着  日その他  ロー回答  

ノj  



9）個人情報保護上の問顎発生の有繁   

個人情報保護上の問題発生の有無についてみると、全体では「発生していない」が9Tl％  

で、r発生している」はなかった。  

図表80 個人情報保護上の問題発生の有無  

Ot l仇  201 301 4（】1 50t  6〔鵬  70～  8【）1 9【粍 10（粍   

⑦ハイリスク分娩管理加井について  

1）ハイリスク分娩管】里加算の届出状況   

ハイリスク分娩管理加算の届出状況についてみると、「届出をしている」が60．1％（310  

施設）、「現在は届出なし、今後届出を行う」が0＿8％、「届出をしていない」が33．7％であ  

った。  

図表81ハイ1」スク分娩管理畑凛の届出状況  

（h  201  ヰOl  ちO1  8仇     10仇  

全体（∩＝339）   

25封1補助体制   

加文（n＝10）   

50対】補助体制   
加算（∩二142）   

丁5対1補助体制   

血書（什亜）   

108対1補助体制   

加井（作朝）  
■届出をしている  日現在は届出なし、  

8届出をしていない  ロ★回答  
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2）ハイリスク分娩管理加箕の届出が受理された時期   

ハイリスク分娩管理加算の届出が受理された時期についてみると、「平成ZO年4月」  

（877％）が最も多く、次いで、「‘月」（3．9％）、「5月」（3．2％）となった。  

図表82／ヽイリスク分娩管理加欄の届出が受理された時期（∩三310）  

3）分娩件数  

1施設あたりの分娩件軌こついてみると、平成20年9月、tO月では前年同月と比較して、  

わすかながら増加した。  

国表83 分娩件数（n＝ご305）  

（単位二件）  】00【ホ  

80【几  

800ヽ  

小爪  

20肪  

8肪  

平均値  標準偏差  最大値  最小値  中央値  平 成 19 年  8月  52．9  44，6  615．0  0．0  45．0   9月  51．0  40▼2  517＿D  0．0  44．0   10月  5ヱ．g  44．ユ  6tg．0  0．0  45．0  平 成 20 年  宵月  52．6  44．0  63l．0  0．0  46．0   9月  5こ箋．9  JH．3  615＿0  0．0  48．0   10月  5二i．占  46．0  64‘．0  0．0  4（；．0  
（注）分娩件数について大観値のない〕05件を対象に集計を行った。  

4）ハイリスク分娩管理加算算定回数   

ハイリスク分娩管理加算算定回数についてみると、平成20年去月、9月、10月は前年同  

月と比較して2借近い算定回数となっている。  

国表84 ハイリスク分娩管理加算其定回数（∩＝269）  

（単位：回）  

13ヽ  0．罰  8．仇  03ヽ  0，8■  ロ肌  用～  

平成20年4月 5月   ¢月   7月   8月   9月  10月 11月 12月  不明  

平均値  標準偏差  最大伍  最小値  中央値  平 成 19 年  名月  10．2  14．9  l19．0  0．0  5．0   9月 】0月  10．〕  14．7  93，0  0▼0  4．0    ll＿2  1（；．0  9g．0  0．0  6．0  平 成 つ0  g月  20．4  25．1  163．0  0．0  l二！．0   9月  20．8  2占．5  253．0  0．0  15．0  年  10月  21▼ユ  Z6．8  231．0  0．0  15，0   
（注）分娩件数について欠損値のない269件を対象に集計を行った。   



※参考：開設主体の内訳  （3）医師責任者調査・医師調査の結果概要  

【調査対象等】  

田立   厚生労働省、独立行政法人国立病院機構、国立大学倭人、独立行政法  

人労働者健康福祉機構、その他（国）   

公立   都道府県、市町村、地方独立行政法人   

公的   計本赤十手社．済生会、北海道社会事業協会、全日厚生農業協同組合  

連合会、国民健無保険団体連合会   

社会保険関係団体  全国社会保険協会連合会、厚生年金事業振興臥船Å保険全、健康保  

険組合及びその連合会、共済組合及びその連合会、国民膣康保険組合   

その他の法人  公益法人、社会権祉法人、医療生路、会社、その他の法人   

押査対象：「施設調査」の対象病院に1年以上勤務している診療科責任者及びその他の  

医師．】施設につき医師責任者最大8名（各診橋科につき】名×最大8診療  

科）、医師最大24名（各診療科につき3名×最大＄診療科）。  

回答数：医師責任者東 2J89件  

医師粟    4．227件  

G）医師が勤務する施設の属性  

1）開設主体   

開設主附こついてみると、医師責任者では「公立」伽．0％）が最も多く、次いで「医療  

法人j（22．1％）、「公軌（1‘．9％）、rその他の法人」（l】．9％）であった．医師も同様で、r公  

立」（25・4％）が最も多く、次いで「医療法人」（17．4％）、「公軌（1‘．9％）、rその他の法人」  

（lコ．9％）であった．  

図凛85 開設主体  

鵬  2【粍  4仇  8肪  8叫   100I  

2）許可病床数   

許可病床数による病床規模についてみると、医師責任者では「2CO～ヰ卵丸（叫j％）が  

最も多く、次いで「500床以上」（咄．‘％）、r2叩床未満」（14．9％）の順であった。医師で  

は「500床以山（49．耳％）が最も多く、次いでr2抽～499床」（40．1％）、r加0床未満J（10．1％）  

の」頓であった。  

図表86 許可病床軌こよる病床規蝮  

01  201    I肪     肌     801   10D～  

■200床未満    ロ2山一4，膵  8S∝l床以上  

■田立  臼公立  臼公的  
1社会保険加味団体 日医療法人  臼個人  
田単級法人  仁その他の法人   D＊回答  
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4）救急医療体制   

救急医療体制についてみると、医師★住着、医師ともに悌コ次数創（それぞれ‘7．5％、  

占2・7％）がtも多く、次いでー救命救急センターJ（22．島％、27．1％）、r地域周産期母子医凍  

センターJ（19・1％、ユl．1％）、場合用度期母子医療センター」（11．2％、15．0％）、r木皮救命  

救急センターJ（コユ％、“％）となった．  

図表88 救急医痩体制（櫨致回答）  

0．孤  独Dt  仰．01  60．m  88瓜 l00．孤  

3）病院檀別   

病院種別についてみると、医師★任者、医師ともに「災育拠点病院」（それぞれ45．1％、  

5l，7％）が最も多く、次いで「がん診療連携拠点病院J（刀．4％、45．2％）、r地域医療支援病  

臥（20．6％、21j％）、「特定機能病院」（13．9％、2】．0％）、rその他J（14コ％、17．0％）、rノ】、  

児救急医痩地点病院」（4j％、4．9％）となった．  

図表87 病院捜別（複数回筈）  

0．01   20．帆   ヰ0．01   8D．01   80．O1  1加0l  

第2次敷島  

救命救急セント  

高度救命救急セ：カー  

総合用度期母子匡欄律ント  

地域周産勅命子医療セント  

その他   

特定≠無病続  

地域医療支櫨病院  

小児救急医療拠点病院  

災書拠点■陳  

がん診療連携拠点病院  

その他  
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5）DPC対応の状況   

DPC対応の状況についてみると、医師責任者では「DPC対象病院」が5gl％、「DPC準  

備病院」がユ9J％、r対応していない」が106％であった．医師では「DPC対発病院」が糾．0％、、  

「DPC準備病院」が26．〕％、「対応していないjが8．】％であった．  

図表89 DPC対応の状況  

【汽  2C性     ヰ〔粍     60ヽ     8仇    10（残  

6）施設基準届出   

施設基準届出状況についてみると、医師兼任眉、医師ともに「ハイリスク分娩管理加算  

届出施設」（それぞ九6g・1％、75．5％）が最も多く、次いでr医師事務作業補助体制加算届  

出施設」（6】J％、54＄％）、「入院時医学管理加算届出施設」（ほ．3％、ほ4％）となった．  

なお、「ユつの施設基準届出施設」はそれぞれⅠ2＿3％、t2．9％であった。  

図表90 施設基準届出状況く複数回答）  

001 2乱仇 48．01 ∝】．Ot 88．仇 】〔り．（兆  

医師責任者  
（∩＝乙389）  

医師  
（解1．22丁）  

入鏡時医学t理加暮届出施設  

監師事拝作集権助体制加算届出施設  

ハイリスク分娩t理加算1出漁没  

3つの施設墓場届出施設  

転至車重二三車］  
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②医師の基本属憎  
1）医師の性別   

医師の性別についてみると、医師兼任者では㌻男性」が94．4％、「女性」が5j％であっ  

た。医師では「男性」が83．‘％、r女性」が16．3％であった。  

図表91医師の性別  

O1 10一 之Ol ユ0ヽ 40～ 5肪 m †肌 8仇 緋 l軌  

2）医師の年齢   

医師の早鐘引こついてみると、医師責任者の平均は5l．6歳（標準偏差7．0、中央値52．0）、  

医師の平均はヰ0．1歳（標準偏差7．8、中央値40．0）であった。   

年齢の分布についてみると、医師★佳肴では「50～54歳」（Z8．8％）が最も多く、次いで  

「45～49歳」（22．g％）、「55～59歳」（2l．0％）であった。医師では「35～39歳」（2ココ％）  

が最も多く、次いで「40～44歳」（㍊．0％）、「30～j4歳」（19．4％）であった。  

図表92 医師の年l舌  

平均値  標準偏差  最大値  最小値  中央借   
医師兼任者（歳）  5l．6   7．0  87．0  32．0  52．0   

医師（歳）   40．l   7．g  gl．0  25▼0  40．0   

（注）医師責任者n－ユJ83、医師n可，178  

図表93 医師の年齢   



5）医劇lの主たる担当診1嚢科   

医師が担当する主たる診療科についてみると、医師責任者、医師ともに「内剛（それぞ  

れ2l．3％、2‘．2％）が最も多く、次いで「外科J（Ⅰ2．8％、15．1％）、「整形外科j（10j％、  

9．宣％）、r産科・産婦人科J（9．5％、8．9％）、「小児科j（9．0％、9．1％）、r脳神経外科」（‘．了％、  

5．5％）、r精神科」（2．4％、2．2％）であった。  

国表96 医師の主たる担当診療科  

3）医師としての桂験年数   

医師としての経験年附こついてみると、医師責任者の平均は2‘．1年順準備墓7・0、中央  

せ25．8）、医師の平均は1“牢（標準偏差7．4、中央任14．0）であった．  

図表94 医師としての経験年数  

平均且  標準偏差  最大値  最小値  中央値   
医師責任者（牛）  2‘．l  7．0    60＿0  2，0  25．8   

医師（牛）   】1．ヰ  7．4  50．0  l．0  lヰ．0  

（注）医柿兼任者nづJ7‘、医師n＝4．脚8  

4）洞査対象病院での勤続年数   

璃主対象病院での勤続年数lこついてみると、医師★佳肴の平均はIl．4年（標準偏差8．2、  

中央値9．8）、医師の平均は5．5年（標準偏差4．9、中央値コ．8）であった。  

凪泉g5 一環主対象病院での勤続年数  

仇
 
 

朋
 
 

鵬
 
 

平均値  標準偏差  最大値  1小瀧  中央値   

医師千住者（年）  11．4   8＋i  70．7   l＿0   9．8   

医師（年）   5．5   4，，  47．5   1，D   ）．8   

（注）医師責任者肝2J89、医師n－4，刀7  
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医師★任者1人が管理する医師の人数lこついてみると、男性医師の平均は7．2人（標準偏  

差9．9、中央値4．0）、女性医師の平均は2．ユ人（標準偏差3，8、中央値1．0）であった．  

図表99 医師責任者1人が管理‾㌻る医師の人数  

6）勤務形態   

助演形臆についてみると、医師1佳肴、医師ともに9副以上が「常軌であった．  

国表97 勧珠形態  

仇 101 2肪  3ロ1 4仇 5（は  t氾1 70t  801 m lm  

－平均且  標準偏差  最大値  最小値  中央値   

男性医師（人）   7．2  9．9  120．0  0．0  4．8   

女性医師（人）   2j  3．8  64．0  0．D  1．0  

（注）男性医師人数についての有効回答数はn－2．2叫、女性医師人数についての  
有効回答勤まn＝≡】．72】であった．  

8）医師の役職等   

医師における役職についてみると、「管理職以外のスタッフ医軌（氾j％）が最も多く、  

如、で●r耶弓研修医」（g．0％）であった。  

図表100 医師の役職（∩＝4．227）  

1常勤  D非常勤  日義回答  

7）医師黄点者の役職等   

医師責任者における役I捌こついてみると、r部長」（55，5％）が最も多く、次いでー医長・  

科長」（17＿2％）、r副l亮長」（14．3％）であった。  

図表98‘医師責任者の役職（n＝2．38g）  
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（勤医師の勤務実態等  

1）外来診療担当の有無   

外来診療担当の有無についてみると、医師責任者では外来診療担当が「あり」が95，1ラム、  

rなし」が4．4％であった。医師では「あり」が9l．5％、「なし」がき．1％であった。  

図表101外来診療担当の有無  

01 】0ヽ  201 3（）ヽ  ▲0ゝ  501 机  701 80～  90％ 1D〔≠   

2）入院診療における担当患者の有無等（医師票のみ）   

医師の入院診療における担当患者の有無についてみると、入院診療における担当患者が  

「あり」がg70％、「なし」がlヱ．2％であった。  

図表103 入院診療における担当患者の有無  

【】～  2（粍  4【】t  60t  80t  †昭   

医師t人あたりの担当入院患者数についてみると、平均は10．9人（標準偏差104、中央  

値10．0）であった。  

図表104 医師1人あたりの担当入院患者数（平成20年10月末現在、n＝3．524）  
医師1人あたり1日の平均外来診察患者数についてみると、医師責任者は平均32．6人（摺  

準偏差17．2、中央値30．0）、医師は平均2名0人（標準偏差14．9、中央値25．0）であった。  

図表102 医師1人あたリ1日の平均外来診察患者数  

平均値  楕孝  医師責任者（人）  】2．6    医師（人）  2且．0    準偏 差  最大†直  最小値  中央値  17．2  】80．0  0．5  ユ0．0  14．9  】39．0  0．5  25．0   
3）直近1週間の実動務時間   

直近1週間の実勤務時間についてみると、医師★住着は平均5g．0時間（標準偏差14．9、  

中央値57．占）、医師は平均6l．3時間（操準備差1g．3、中央値60．0）であった。  

国表105 直近1週間の実勤務時間  

（注）医師井住着n－2，170、医師nt3．683   

平均値  標準偏差  最大値  最小値  中央値   
医師★任者（時間）  58．0  14．9  120．0   0．0  57．6   

医師（時間）   6l．3  l邑．3  l三島．0   0．ユ  60．0   

（注）医師責任者nf2ヱ了8、医師n＝i．％3  

4）1か月あたりの当直医数及び連枝当直回数   

医師責任者における、平成20年10月lか月あたりの当直回数についてみると、「産科・  

産婦人科」が2．90回（標準偏差3．21、中央値200）と最も多く、次いでr救急科」がヱ．73  

回（標準偏差2．95、中央値2．00）、「小児科」が2．13回（標準偏差2．48、中央値1．め）、「脳  

神経外科」がl．78回（楳準偏差t．8S、中央個‖．㈱）であった．いずれの診療科においても、  

平成】9年10月と比較して若干ではあるが少なくなっている．  

図表1071か月あたり当直回数（医師兼任者）  

（単位・回）  

診療科別に直近l週間の実動扶時間をみると、医師責任者では「救急科」（62．6時間）が  

最も長く、次いで「脳神経外科」（62．3時間）、「産科・産婦人科」（60．2時間）、「外科」（6（）l  

時間）であった。医師では「救急科」（74．1時間）が最も長く、次いで「外科」（65．0時間）、  

「脳神経外科」と「産科・産婦人科」（ともに6〕9時間）、「小児科」（b）7時間）、「脳神局  

外科J「産科・産婦人科」（62．3時間）、「内科」（00．4時間）であった。  

図表106 診療科別 直近1週間の実動務時間（平均）  

0ロ  20．8   棚0   600   00日 印1000  

平均値  操車音量  最大撞  最小値  中央値   
全体  平成Ⅰ9年10月  Ⅰ．75  2＿20  1g．00  0．00  】．00  

平成20年to月  Ⅰ．‘1  2．15  18，00  0．00  】．00   

内科  平成け年10月  1．5：！  l．7Ⅰ  10．00  0．00  1．00  
平成ユ0年10月  1．45  1．7）  10．00  0．α）  1，00   

精神科  平成19年10月  Ⅰ．‘】  2．50  12．00  0．00  1．00  
平成ユ0年10月  Ⅰ．48  2．50  1：l．00  0．（旧  050   

小児科  平成19年10月  2▼2t  2．42  1000  0．00  2．00  
平成20年10月  2．1；  2．4g  12．00  0．00  1．08   

外科  平成19年」0月  l．43  1．66  10．00  0．00  l．00  
平成20牛】0月  l．コ4  l．63  10．00  0．00  1．00   

脳神経外科  平成19年IO月  1．90  1．95  9．00  0．00  2．00  
平成20年IO月  178  1．g8  9．00  0．00  1．00   

整形外科  平成19年10月  l．ヰ2  1．73  12．00  0．DO  1，08  
1．70  】〕．00  0．00  1，08   

診療科不明  平成19年10月  2，00  2．g3  4．00  0，00  400  平成ユ0年IO月  Ⅰ．ヱ1          産科・ 産婦人科  平成け年to月  ；．25  3．44  1二）．00  0．00  ヱ．08   平成20年IO月  2．90  3．2】  1二‡．00  0．00  2．00  救急科  平成19年IO月  コl〕  2．9g  10．00  0．00  100   平成20年10月  ユ．73  2．95  10．00  000  ヱ00  その他  平成19年10月  1．42  l．97  18．00  0．00  100   平成ヱ0年10月  l．30  1．99  18，00  0．00  000                 平成20年10月  」 妄完0  2g3  4．00  0．00  400  



医師における、平成20年10月1か月あたり平均当直回掛こついてみると、r救急科」が  

5．48回（標準偏差2．77、中央値‘．00）と最も多く、次いで「産科・産婦人科Jが4．51回（標  

準偏差3＿2‘、中央値4．00）、r′ト児削が】．48回（標単価差2．対、中央値300）、鳩神経外  

科jが3．03回（標準偏差2．07臥中央値3．00）であった．「精神科Jを除く、いすれの診  

療科においても、平成19年10月と比較して若干ではあるが少なくなっている。  

図表1091か月あたり当直回数（医師）  

（単位こ匡）  

図表1081か月あたり平均当社回数（医師兼任者）  

平均価  檀墓■偏差  正大旗  最小値  中央価   
全体  平成19年10月  ユ．92  2．32  1基．00  0．00  コ．00  

平成20年10月  2．78  2．24  15．0（I  0，00  2．00   

内科  平成】9年相月  2．54  1．69  10．00  0，00  2．00  
平成20年10月  2．引  1．63  】0．00  0．00  2．00   

精神科  平成19年」0月  2．44  ■ 2．14  10．00  0，00  2．00  
平成20年10月  2．4占  2．41  12．00  0．00  2．00   

′ト児科  平成柑年10月  】．6ユ  2．コ6  1Ⅰ．00  0．00  4．00  
平成20年10月  3．48  － 2ニュ9  lt．00  0．00  3．00   

外科  平成け年10月  Z．72  l，8l  12．00  0．00  2．【）0  
平成20年10月  ユ．52  l，77  12．00  0，00  2．00   

脳神経外科  平成け年10月  】．28  2．47  柑．00  0．00  ユ．00  
平成20年10月  】．0ユ  乙07  10．00  0．00  ユ．（旧   

整形外科  平成け年刊月  2j6  l．72  15．00  0．00  2．00  
平成20年相月  ユユ3  1，60  8．00  0．00  2．00   

産科・  
産婦人科   
救急科  平成1，牛1（〉月  5．‘5  2．73  】3．00  0．00  6．00  

平成20年】0月  5．48  2．77  13．00  0．0（I  6．00   

2j9  乙2盆  15．00  0．00  2．00  

そ？他  平成19年10月             平成つ0年lO月  2j4  2＿22  1ユ．OD  0．00  2．00   
診療科不明  平成け年10月  5．1l  3．89  10．00  ‘ 0．08  4．00  

平成20年川月  4，89  4．01  10，00  0．00  4．00  

（注）平成l，年10月及び平成20年】0月ともに欠損すのないデータを対針こ集計を行った・  

93  

医師責任者における、平成ユ0年10月lか月あたりの連続当直回数の平均についてみる  

と、「産科・産嫡人削が0．29回（楳準偏差0．9‘、中央値0．00）と最も多く、次いで「精神  

科」の0．】6回（棟準偏差0．85、中央値0．00）であった．  

図表1111か月あたり連続当直回数（医師責任者）  

（単位∴匝）  

図表1101か月あたり平均当直回数（医師）  

回   
m∝l l．【旧  乙00  1∝l l．【氾  5．【氾  （‖》  ？．00  

3．2【，  

0：l  

全体（n司凪9S〉  

内科（／Fl030）  

精神科（ー戸92）  

小児科（げ弓58）  

外科（両88〉  

長袖柱外科（rI宅17）  

鼓影外科（∩＝3丁2）   

塵朴塵嬢人科（ll司20）  

救1科（n＝88）  

モの他（ll＝811）  

p♯科不明（l痢）  

平均鴎  楳埠膚差  j■大乱  ■小旗  中央壇   

全体  平成け年10月  0，07  8，51  15，OD  0，00  0．M  
平成20年相月  ○，07  0．4；  10．00  0．00  0．0〔l   

内科  平成柑年】0月  0．0ユ  0．20  2．00  0．00  0．00  
平成20年tO月  0．03  0．19  2，00  0．00  0．00   

精神科  平成19年10月  0，05  0．】0  ユ．00  0．0（〉  b．00  
平成28年10月  0．16  0．E5  ‘．00  0．00  0．00   

′ト児科  平成け年】D・月  0．8l  0．14  占．00  0．DO  0，00  
平成20年10月  8．0（i  0，47  5．00  0．00  0．00   

外科  平成19年10月  0．0‘  0．28  2．00  0，00  0．00  
平成20年IO月  0．05  0＿25  2，00  0．00  0．00   

脳神経外科  平成け年10月  0．0丁  0．ユ4  】．00   0．08  0．00  
平成ヱ0年10月  0．05  0ユ4  2．00  0．00  0．00   

整形外科  平成19年10月  0，03  0．20  2．00  ■ 8．00  0．00  
平成20年1（】月  0．03  0．2：I  3，00  0．00  0．00   

産科・  
産婦人科   
救急科  平成け牢10月  0．0：2  0．1‘  1．00  0．08  0，00  

平成20年相月  8．02  0．1‘  1．00  0．00  0．00   

その他  平成19年10月  0．0：l  0二】ユ  コ．00  0．00  0．00  
平成20年10月  0．05  0．泊  4．00  0．00  0．00   

診療科不明  平成1，年tO月  0．00  0．00  0．00  0．00  0．00  
平成20年】0月  0．00  0．00  0．00  0，DO  0．00   

（注）平成柑牛用月及び平成20年10月ともに欠損儀のないデータを対象に集計を行った．  
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医師における、平成20年相月】か月あたりの連続当直回数の平均についてみると、「産  

科・産婦人削が0．40回（標準偏差0．87、中央値0．00）と最も多く、次いで慨急軌の  

0・封＝回（標準偏差1．02、中央値000）であった。多くの診療科では、平成」9年と比較する  

と少なくなっているが、r救急科」では多くなっている。  

国表1131か月あたり連続当直回数（医師）  

（単位：回）  

国表1121か月あたり連続当直回数の平均（医師兼任者）  

全体（n＝2217）  

内科（作177）  

精神科（∩＝56）  

小児科（n＝20Z）  

外科く∩＝285）  

6神経外科（－ド14g）  

整形外科（nニ231）  

産科一度婦人科（n＝Zt之）  

救急科（rdt）  

その他（n＝592）  

鯵ホ科不明（n＝2）  

平均値  楳鵡偏差  1大鵬  1小値  中央牌   
全体  平成け年10月  0．14  0．60  15．08  0．00  0．00  

平成20年10月  0．】3  0．5〕  10．08  0．00  0．00   

内科  平成け年10月  0．0さ  0．41  6．00  0．DO  0．00  
平成20年】0月  0，0も  0＿37  ヰ．00  0．00  0．（〉0   

精神科  平成19年】0月  
平成20年10月   

′ト児科  平成19年IO月  0．09  0．〕5  3．00  0．（旧  0．00  
平成20年to月  0．08  0．コ‘  3．08  8．（H）  0．00   

外鱒  平成19年10月  0．14  0．5g  ‘．【氾  0．00  0．00  
平成20年IO月  0．11  0．45  5．08  8．00  0．00   

脳神経外科  平成19年10月  0．柑  0．67  6．08  0．00  0．00  
平成20年IO月  0．15  0．5l  j＋仰  0＿00  0．00   

整形外科  平成19年10月  0．1t  0▼52  6．00  0．00  0．00  
平成20年10月  0．11  0．45  4．00  8．00  0，00   

産科・  
産婦人科   
救急科  平成19年10月  0、2‘  0．‘7  3．08  0．00  0．0〔l  

平成20年】0月  0，】冨  l．02  5．00  0．00  0．00   

その他  平成け年10月  0．Og  0，50  8．DO  0．00  0．00  
平成20年10月  0．】0  0．59  10▼00  8．00  0．00   

診療科不明  平成け年10月  0．25  0．71  2．00  0．00  0，00  
平成20年】0月  0．13  0．コ5  l．00  0．00  0．00   

（注）平成19年10月及び平成20年tO月ともに欠損饉のないデータを対穀に集計を行った。  

5）所属病院以外での勤残の有無（医師のみ〉   

医師における所属病院以外での勤務の有無についてみると、全体では、所属病院以外で  

の勤務が「ありJが32．6％、「なし」が63、4％であった．多くの診療科においてはほぼ同程  

度の割合であったが、「精神科」およぴ「救急科」では、「あり」（それぞれ56．8％、4l．g％）  

の割合が他の診療科と比較して高い結果となった。  

図表115 所属病院以外での勤拝の有無  

0～  2【h  l仇  60t  8（n  lm   

国表1141か月あたり連続当直回数の平均（医師）  

回  
0．88     1（X】  

全体（∩＝387り  

内科（∩三1038）  

精神科（∩＝も6）  

小児科（∩＝361）  

外科（∩三592）  

E神経外科（∩＝つlO）  

塵形外科（作つ85）  

産科・産婦人科（作巧38）  

救急科（正掘り  

その他（∩＝丁9ヰ）  

鯵療斡不明（n＝8）  

（注）平成】9年10月及び平成20年10月ともに欠規値のないデータを対象に集計を行った。  




